
園目
平成 29年度春期

データベーススペシャリスト試験

午後 ll 問題

14:30~16: 30 (2時間）

注意事項

1. 試験開始及び終了は，監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は，試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は，次の表に従って解答してください。

＇ 問 1'問2

1問選択： 
5. 答案用紙の記入に当たっては，次の指示に従ってください。

(1) B又は HBの黒鉛筆又はシャープペンシルを使用してください。

(2) 受験番号欄に受験番号を， 生年月日欄に受験票の生年月日を記入してください。

正しく記入されていない場合は，採点されないことがあリます。生年月日欄につい

ては，受験票の生年月日を訂正した場合でも，訂正前の生年月日を記入してくださ

1,,ヽ。

(3) 選択した問題については，次の例に従って， 選択欄の問題番号を0印で囲んで

ください。 0印がない場合は，採点されま

せん。 2問とも0印で囲んだ場合は，はじ 〔問2を選択した場合の例〕

めの 1問について採点します。

(4) 解答は，問題番号ごとに指定された枠内

に記入してください。

(5)解答は，丁寧な字ではっきリと書いてく

ださい。読みにくい場合は， ，減点の対象に

なリます。

注意事項は問題冊子の裏表紙に続きます。

こちら側から裏返して，必ず読んでください。
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問題文中で共通に使用される表記ルール

概念データモデル，関係スキーマ，関係データベースのテーブル （表）構造の表記ルール

を次に示す。各問題文中に注記がない限リ，この表記ルールが適用されているものとする。

1.概念データモデルの表記ルール

(1) エンテイテイタイプとリレーションシップの表記ルールを，図 1に示す。

① エンテイテイタイプは，長方形で表し，長方形の中にエンテイテイタイプ名を記

入する。

② リレーションシップは，エンテイテイタイプ間に引かれた線で表す。

“1対 1"のリレーションシップを表す線は，矢を付けない。

" 1対多”の リレーションシップを表す線は，“多＂側の端 に矢を付ける。

“多対多”のリレーションシップを表す線は，両端に矢を付ける。

1対1 Iエンテイテイ 1
タイプ名

|エンテイティ
タイプ名

1対多 Iエンテイティ I
タイプ名

|エンテイティ
＞ タイプ名

多対多 Iエンテイティ I
タイプ名 （ 

Iエンテイティ
＞ タイプ名

固 1 エンテイテイタイプとリレーションシップの表記ルール

(2) リレーションシップを表す線で結ばれたエンテイテイタイプ間において，対応関係

にゼロを含むか否かを 区別 して表現する場合の表記ルールを，図 2に示す。

① 一方のエンテイテイタイプのインスタンスから見て，他方のエンテイテイタイプ

に対応するインスタンスが存在しないことがある場合は， リレーションシップを表

す線の対応先側に “O"を付ける。

② 一方のエンテイテイタイプのインスタンスから見て，他方のエンテイテイタイプ

に対応するインスタンスが必ず存在する場合は， リレーションシップを表す線の対

応先側に‘‘●’'を付ける。
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“A＂から見た “B"も， ‘‘B"から見た “A"も， 1エンテイティ
インスタンスが存在しないことがある場合 タイプ “A"

“C” から見た “D”も， “D”から見た “C"も， I ~、:;イ‘‘:99イ
インスタンスが必ず存在する場合

エンテイティ
タイプ “B"

エンテイティ
タイプ ‘‘D"

“E” から見た “F’'は必ずインスタンスが存在す エンテイティ エンテイティ

るが， ‘‘F” から見た “E＂はインスタンスが存在 Iタイプ “E” | o ●‘1タイプ “F"
しないことがある場合

図 2 対応関係にゼロを含むか否かを区別して表現する場合の表記ルール

(3) スーパタイプとサプタイプの間のリレーションシップの表記ルールを，図 3に示す。

① サブタイプの切り口の単位に“△”を記入し，スーパタイプから“△”に 1本の

線を引く。

② 一つのスーパタイプにサプタイプの切リロが複数ある場合は，切リロの単位ごと

に“△”を記入し，スーパタイプからそれぞれの“△”に別の線を引く。

③ 切リロを表す“△”から，その切り口で分類されるサブタイプのそれぞれに線を

弓I<。

スーパタイプ
"A" 

サプタイプ サブタイプ サプタイプ サプタイプ

"B" "C" "D" “E” 

スーパタイプ “A"に二つの切リロがあリ，それぞれの切リロにサプタイプ ‘‘B"と

“C"及び “D"と “E"がある例

図 3 スーパタイプとサプタイプの間の リレーションシップの表記ルール

(4) エンテイテイタイプの属性の表記ルールを，図 4に示す。

① エンテイテイタイプの長方形内を上下2段に分割し，上段にエンテイテイタイプ

名，下段に属性名の並びを記入する。 1)

② 主キーを表す場合は，主キーを構成する属性名又は属性名の組に実線の下線を付

ける。

③ 外部キーを表す場合は，外部キーを構成する属性名又は属性名の組に破線の下線

を付ける。ただし，主キーを構成する属性の組の一部が外部キーを構成する場合は，
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破線の下線を付けない。

エンテイテイタイプ名

属怯名 L慇．，tt．名．2，…

・・・， 属性名 n

図4 エンテ ィテイタイプの属性の表記ルール

2.関係スキーマの表記ルール及び関係データベースのテープル（表）構造の表記ルール

(1) 関係スキーマの表記ルールを図 5に示す。

関係名（属性名 1，属性名 2，屑蛛条．.3,…，属性名 n)

図 5 関係スキーマの表記ルール

① 関係を ，関係名とその右側の括弧でくくった属性名の並びで表す。 1) これを関係

スキーマと呼ぶ。

② 主キーを表す場合は， 主キーを構成する属性名又は属性名の組に実線の下線を付

ける。

③ 外部キーを表す場合は，外部キーを構成する属性名又は属性名の組に破線の下線

を付ける。ただし，主キーを構成する属性の組の一部が外部キーを構成する場合は，

破線の下線を付けない。

(2) 関係データベースのテーブル（表）構造の表記ルールを，図 6に示す。

テープル名（孤fil,孤五上，烈名．3,…，列名n)

図 6 関係データベースのテープル（表）構造の表記ルール

関係データベースのテープル（表）構造の表記ルールは，（1）の① ～ ③で “関係

名”を ‘‘テープル名＂に，‘‘ 属性名”を“列名”に置き換えたものである。

注 1) 属性名と属性名の間は “,”で区切る。
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問 1 データベースの設計，実装に関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

N社は，家具・日用雑貨の小売業を営む企業であリ，全国に直営店舗を展開するほ

か， Webサイトのオンラインショップでも販売を行っている。直営店舗における販

売（以下，店舗販売という）とオンラインシ ョッ プにおける販売（以下， OL販売と

いう）の各業務は，それぞれ運営する組織も，利用するシステムも異なっている。そ

こで N社では，かねてからの課題であった相互の情報共有を実現するために，各シ

ステムで保有する情報の一部を統合して，業務の改善を図ることにした。

〔現在の業務内容〕

1．店舗販売業務

(1) 運営組織

① 全国を 20のエリアに分割し，各エリアの管理担当者が，担当地域内の複数

の倉庫，複数の店舗を管理している。

② 店舗の従業員は， 一つの店舗に所属し，役職及び担当職務が定められている。

(2) 商品

① 取扱商品は，約 5万点である。商品は商品コードで一意に識別される。

② 商品分類は，大分類，中分類，小分類の 3階層構成である。

(3) 会員

① 店舗で会員登録を行った顧客（以下，店舗会員という）に，店舗ごとに一意

な店舗会員番号を付与する。会員登録時に氏名，住所，電話番号を記録する。

店舗会員には，ポイントカードを発行する。ポイントカー ドには，発行した店

舗の店舗コードと店舗会員番号が印字されている。

② ポイントカードの紛失時 ・不携帯時は，新たな店舗会員としてポイントカー

ドが発行されるので，同一顧客が複数のポイントカー ドをもつこともある。

(4) 販売

① 店舗の POSレジで，精算ごとに販売，販売明細を記録する。

② 店舗会員がポイントカードを提示すると，購入金額に応じてポイントが付与

され，使用可能ポイントとして蓄積される。

③ ポイントは，取得した翌日以降の購入時の支払に使用できる。使用したポイ
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ントは，即座に使用可能ポイントから差し引かれる。

④ 蓄積されたポイントは，取得した年の 2年後の年末まで有効である。

(5) 在庫

① 店舗では，商品ごとに実在庫数を店舗在庫として管理している。

② エリアでは， 倉庫ごと，商品ごとに実在庫数， 引当済数を倉庫在庫として管

理している。

(6) 店舗への出荷

① エリアの管理担当者は，店舗在庫を定期的に調べて，実在庫数が一定水準を

下回る商品がある場合は，倉庫に対して店舗への出荷指示を行う。

② 倉庫は，出荷指示を受けると，店舗ごとに商品をまとめて出荷する。

(7) 販売分析

エリアの管理担当者は，蓄積されている販売データを，専用の多次元分析ツー

ルを用いて検索， 集計し，その結果を販売促進，商品企画の参考にしている。

2. OL販売業務

(1) 運営組織

① オンライン事業部が，オンラインショップを運営している。

② OL販売専用の倉庫が一つある。

(2) 商品

① 店舗での取扱商品の一部を販売する。商品は，店舗販売業務と同じ商品コー

ドで識別される。

② 商品分類は， 3~5階層構成である。

(3) 会員

① オンラインショップの利用には，会員登録が必要である。 Webサイトから

会員登録を行った顧客（以下，OL会員という）に，OL販売で一意な会員番

号を付与する。会員登録時に，氏名，住所， 電話番号，生年月日，性別， メー

ルアドレスを記録する。

② 会員登録時に，同一人の複数登録がないようにチェックする。

(4) 販売

① 一つの注文で，複数商品の購入を受け付ける。商品の配送前であれば， 注文

の取消しができる。
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② 注文ごとに，購入金額に応じてポイントが付与され，使用可能ポイントとし

て蓄積される。ポイント使用時の取扱い，ポイント有効期限は店舗販売業務と

同じである。

(5) 配送

① オンライン事業部は，注文に応じて，倉庫に配送指示を行う。

② 倉庫は，配送指示を受けると，商品を梱包し，外部の配送業者に委託して注

文者の指定場所に配送する。

(6) 在庫

倉庫では，商品ごとの実在庫数，引当済数を倉庫在庫として管理している。

(7) 販売分析

オンライン事業部の管理担当者は，蓄積されている注文データを直接参照して

検索，集計し，その結果を販売促進，商品企画の参考にしている。

〔販売業務改善の要件〕

(1) 共通清報の管理

① 店舗販売業務と OL販売業務を統括する販売統括部を新設し，両業務に共通

する商品情報及びそれに関連する商品分類情報を管理する。

② 店舗会員と OL会員の情報を統合し，会員区分で識別する。会員情報漏えい

防止対策として，参照者の範囲を限定する。

(2) ポイントの取扱い

① 会員が所持している 1枚又は複数のポイントカードのポイントと， OL販売

のポイントを，まとめて取リ扱えるようにする。これをポイント統合という。

② 会員から申請があれば，ポイント統合を行う。統合後は，OL販売の会員番

号を正規の会員番号とし，ポイントを集約する。

③ 会員は，統合するポイントカードの店舗コードと店舗会員番号を指定する。

複数のポイントカードのうち， 1枚だけを存続させ，その他は廃止する。

④ ポイント統合は申請の翌日以降に有効となリ，店舗販売と OL販売のどちら

でもポイントを使用できるようにする。ポイント統合の対象となったポイント

カードの統合申請日，統合対象ポイント（統合時点の使用可能ポイント）を記

録し，照会画面から確認できるようにする。
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(3) OL販売の取扱商品拡大と在庫回転率向上

① 全エリアの倉庫からの配送を可能にして，店舗販売業務の取扱商品の多くを

OL販売で取リ扱えるようにする。

② エ リアの倉庫在庫から他エリアの店舗へ出荷できるようにする。

③ 店舗で販売可能な商品とオンラインショップで販売可能な商品を区分する。

(4) 販売分析

処理例

① 店舗販売と OL販売をチャネル区分で識別し，チャネル横断的に販売分析処

理を行えるようにする。販売分析処理の例を表 1に示す。

② 会員の性別，居住地域（関東，東海など），年齢爵（10代， 20代など）を用

いて分析を行う。

表 1 販売分析処理の例

処理内容

OL販売業務で用いている商品分類を第 1~3階恩の範囲内から選択し，過去 3年間

処理例 1 の商品分類別，チャネル別，年月別の販売金額集計値を時系列に比較して，販売傾

向の変化を分析する。

指定期間（開始日と終了日）内に，関東地域に居住する 30代の女性が購入した，店

処理例 2 舗販売の大分類コードが ‘KOOl' （キッチン用品）の件数を，購入曜日ごと，時間

帯ごとに集計し，商品紹介のタイミングを分析する。

〔現行システムの概要〕

N社では，現行店舗販売システムと現行 OL販売システムを個別に運用し，両シス

テム間のデータ連携はなく ，マスタ情報もそれぞれのシステムで管理している。

1．現行店舗販売システムのテープル構造とCRUD

現行店舗販売システムのテープル構造， CRUDを図 1, 表 2に示す。

- 9 -



エリア（エリアコード，エリア名，管理担当者）

倉庫（倉庫コード，エリアコード，倉庫名）................... 
店舗（店舗コード，エリアコード，店舗名）••••••••••• •••••••• 
従業員（従業員 ID，氏名，鹿舗ヨ．ード，役職，担当職務）

大分類（大分類コード，大分類名）

中分類（中分類コー ド，中分類名， 大分類コード）................... 
小分類（小分類コード，小分類名，中分類コード）................... 
商品（商品コード， 商品名，型番， 4.‘．分慧？．ご．も標準単価，商品説明，・・・）

会員（店舗コード，店舗会員番号，氏名，住所，電話番号，使用可能ポイント，本年ポイント，

前年ポイン ト， 前々年ポイント）

店舗在庫（店舗コード，商品コード， 実在庫数）

含庫在庫（倉庫コー ド， 商品コー ド，実在庫数，引当済数）

販売（伝票番号，痘舗只．ご．ド．，POSレジ番号，懇悪具..IP．， 販売日，販売時刻，

店舗会員店舗コード，店舗会員番号，取得ポイント，使用ポイント，............................, 
販売明細 （伝票番号， 伝票明細番号，裔亜ヨ．7．だ．，数凪，単価）

出荷指示（出荷指示番号，出荷指示日，倉庫コード，店舗コード，出荷状態）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
出荷指示明細（出荷指示番号，出荷指示明細番号，商品コード，数位）．．．．．．．．．．．．．．．． 
販売ファクト（伝票番号，伝票明細番号，猪縛触ID,商品軸 ID,時間軸 ID,数凪，金額）

店舗軸（店舗軸 ID,店舗コード，エリアコード．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

商品軸（商品軸 ID,商品コー ド，大分類コー ド，中分類コード，小分類コード）・・・・・・・・・・・・・・・・................... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・................. 
時間軸（時間軸 ID，年月日，年，月，四半期，年週番号，曜日，時間帯）

図 1 現行店舗販売システムのテーブル構造（一部省略）

表 2 現行店舗販売システムの CRUD

テープル 倉工 畠類大 商 会 店 倉 販 販 出 出 販
庫リ • 分 品 員 舗 庫 売 売 荷 荷 売
・ア 員 小類 畠 在 明 指 指 フ

畠・ 分 ・ 庫 細 ホ ホ ア

処理 類中 儡 ク

分 卜

組織登録 cu 
従業員登録 R cu 

ォ 商品登録 R CRU cu C C 
ン 会員登録 R cu 
フ

POS入力 R R C C ィ R RU u 
ン 出荷手配 R R R RU C C 

出荷 u u u 
販売分析 R 

バ ポイント反映 u R R 
ツ

分析データ作成チ R R R R R R C 

注記 C:追加， R:参照， U:更新， D:削除
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2.現行 OL販売システムのテーブル構造と CRUD

現行 OL販売システムのテーブル構造， CRUDを図 2,表 3に示す。

商品分類（分類コード，商品分類名，上位分類コード）...................... 
商品（商品コード，商品名，型番，分類コード，標準単価，商品説明，・・・）................ 
商品画像（商品コード，画像番号，表示順，説明，ファイルパス）

関連商品（商品コード，関連商品コード，関連度数）

会員（会員番号，氏名，住所，電話番号，性別，生年月日，メールアドレス，

使用可能ポイント，本年ポイント，前年ポイント，前々年ポイント）

倉庫在庫（商品コード，実在庫数，引当済数）

注文（注文番号，魚員登登，注文年月日，注文時分，取消フラグ，配送希望日，指定場所，

配送希望時間，決済清報，使用ポイント，取得ポイント）

注文明細（注文番号注文明細番号，應品豆了．．灼数凪，単価）

配送指示（配送指示番号，佳吝蛍登．，状態コード，配送業者，出荷予定日，出荷日，配送番号，

納品予定日，納品日）

配送指示明細（配送指示番号，配送指示明細番号，注文番号，注文明細番号，数旦）．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

図 2 現行 OL販売システムのテープル構造（一部省略）

表 3 現行 OL販売システムの CRUD

テープル 商 商 商 ， 会 倉 注 注 配 配
品 品 品 員 冑 文 文 腐 篇分 画 明
類 像 品 庫 細 ホ ホ

処理 冒
商品登録 CRU cu C 
商品追加清報登録 R cu cu 
会員登録 cu 

ォ 商品検索 R R R R ン
ラ 注文受付 R R RU RU C C 
イ

注文取消 R R RU u u ン
配送手配 R R R C C 
配送 u R R u 
販売分析 R R R R R 

パ ポイント反映 u R R 
ツ

商品画像取込みチ cu 
注記 C:追加， R:参照，U:更新， D:削除

〔連携システムの概要〕

N社では，販売業務改善に向けて，新たに連携システムを構築することにした。店
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舗販売システムと OL販売システムの間で直接データ交換を行うのではなく，連携シ

ステムに，両システムのデータの一部を統合，一部を複製した上で，連携システムを

介して双方の情報連携を行う。

〔RDBMSの仕様〕

店舗販売システム， OL販売システム及び連携システムに共通して用いられる

RDBMSの仕様は，次のとおリである。

1．権限

(1) テーブル，ビューヘのアクセスには，アクセス権限が必要である。

(2) ビューにアクセスする場合，そのビューが参照するテープル又は他のビュー

のアクセス権限は不要である。

(3) テープル，ビューのアクセス権限は，ユーザ ID, ロールに付与される。ロー

ルは，ユーザID及び他のロールに付与される。

2. トリガ

テーブルに対する操作（追加•更新）を契機に，あらかじめ定義された処理を実

行する。実行タイミング（追加 • 更新の前又は後），列値による実行条件を定義す

ることができる。

3. DB相互接続機能

同じネットワーク上にある異なるサーバ上の DBを，相互接続する機能である。

相互接続した DB上のテープルは，一つの SQL文で操作することができる。

4. レプリケーション機能

(1) 1か所のデータを複数か所に分散する機能，複数か所のデータを 1か所に集約

する機能，及び両者を組み合わせて双方向に同期をとる機能がある。これらの機

能を使用すると，一方のテープルヘの追加•更新を他方に自動的に反映させ，デ

ータの同期をとることができる。

(2) トランザクションログを用いて一定間隔でデータの同期をとるバッチ型と，

レプリケーション元のトランザクションによってデータの同期をとるイベント型

とがある。

① イベント型では， レプリケーション先への同期が失敗すると，レプリケーシ

ョン元の更新はロールバックされる。
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② バッチ型では，テープルごとに，レプリケーションの有効化，無効化をコマ

ンドによって指示することができる。無効化したレプリケーションを有効化す

るときには，蓄積されたトランザクションログを用いてデータの同期をとる。

(3) 必要となる列の選択，必要となる行の選択及びその組合せによって， レプリ

ケーション先のテーブルに必要とされるデータだけを同期することができる。

（テーブル配置の検討〕

現行店舗販売システムと現行 OL販売システム（以下．二つのシステムを合わせて

現行システムという）のテープルを表4の配置方法①～⑤のいずれかによって配置

することにし，表 5に示すテーブル配置検討表を次の手順（i)~(v)で作成した。以

下，現行システムのアプリケーションを現行 AP,現行システムの DBを現行 DB,

連携システムの DBを連携 DB,連携システムのアプリケーションを連携 APという。

(i) 〔販売業務改善の要件〕から，店舗販売業務と OL販売業務に共通する情報を

保有していて，双方で清報の参照．追加，更新が発生するテープルには，情報共有

対象欄に “O’'を記入する。

(ii) 情報共有対象でないテープルのうち．情報共有対象のテーブルから参照される

テーブルには，参照先欄に ‘‘0"を記入する。

(iii) (i)又は(ii)に該当するテープルについて．現行システムの処理で追加 • 更新さ

れるものは現行 AP を．販売統括部によって追加•更新されるものは連携 AP を追

加•更新の起点欄に記入する。追加• 更新されない場合は空欄にする。

(iv) 追加 • 更新の起点が現行 AP であるテープルについて．現行 DB 及び連携 DB

の両方にテープルを配置した場合に，現行 DB の一方での追加 • 更新を，他方にも

同期させる必要があれば双方向の同期欄に “O"を記入する。

(v) (i),(ii)のいずれにも該当しなければ配置方法①とし．該当する場合は，次の

ように配置方法を決める。

• (iii)において．追加• 更新の起点が連携 AP の場合は，配置方法②とする 。

• (iv)において，双方向の同期が必要でない場合は，配置方法③とする。

• (iv)において，双方向の同期が必要な場合は，配置方法④とする。ただし， T-

プルの主キーの値が等しい行に対する更新が同時に発生する可能性がある場合に

は，配置方法⑤とする。
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表 4 テーブルの配置方法

配置方法 内容

配四方法①
・現行DBのテープルをそのまま残し，連携DBには配置しない。

• AP は，現行 DB を参照・追加• 更新する。

・現行DBのテープルを，連携DBと現行DBの両方に配置する。

配四方法②
• AP は，連携 DB を追加•更新し，現行 DB を参照する。バッチ型で， 1 か所か

ら複数か所にデータを分散するレプリケーションによって，現行 DBに同期さ

せる。

・現行DBのテープルを，連携 DBと現行DBの両方に配四する。

配四方法③
• AP は，現行 DB を追加•更新し，連携 DB を参照する。バッチ型で，複数か所
のデータを 1か所に集約するレプリケーションによって，連携 DBに同期させ

る。

・現行DBのテープルを，連携DBと現行DBの両方に配匠する。

配四方法④
• AP は，現行 DB を参照・追加 • 更新する。イベント型で，双方向に同期をとる
レプリケーションによって，連携 DBに同期させ，必要であれば他方の現行 DB

にも同期させる。

・現行 DBのテープルを廃止して連携 DBに配腔する。新規のテープルは，連携

配既方法⑤ DBだけに配置する。

• AP は， DB 相互接続機能によって連携 DB を参照・追加•更新する。

表 5 テープル配置検討表（未完成）

テープル名
情報共有

参照先
追加 • 更 双方向

配囲方法
対象 新の起点 の同期

エリア

゜
現行 AP 配匠方法③

倉庫

゜
現行 AP 配置方法③

店舗

゜
現行AP 配置方法③

大分類・中分類 ・小分類 a 

商品分類 b 

商品

゜
連携AP 配置方法②

商品画像 • 関連商品 配阻方法①

会員

゜
現行AP

゜店舗在庫 C 

倉庫在庫 d 

出荷指示 ・出荷指示明細 e 

配送指示・配送指示明細 配置方法①

注記 網掛け部分は表示していない。

〔連携 DBの設計 ・実装〕

1. 連携 DBのテープル設計

表 5のテープル配置検討表に基づいて，情報共有対象のテープル構造を検討した。
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“商品”,“会員”テープルについては，データを統合した上で連携 DBに配置する

ことにして，因 3のテープル構造を作成した。

(1) “商品”テープルの統合では，現行 DBの“商品＂テープルの全情報をもつ。

さらに，店舗販売区分， OL販売区分の列を追加し，各チャネルでの販売対象商

品か否かを表す値を設定する。

(2) “会員”テープルの統合では，次のようにテープルを作成する。

① OL販売システムの“会員＂テーブルを連携 DBに複製する。複製したテー

プルに店舗販売システムの“会員'’テーブルの全行を追加する。追加の際，店

舗会員番号ごとに新たな会員番号を付与し，店舗会員と OL会員とを合わせて

一意に識別する。店舗会員番号はそのまま使用するので，店舗会員番号と新た

な会員番号とを関連付ける。 さらに，会員区分の列を追加し，店舗会員と OL

会員を識別する値を設定する。

② 〔販売業務改善の要件〕におけるポイントの取扱いが可能になるように，必

要な列を追加する。

商品（商品コード，商品名，型番，小分類コード，分類コード，標準単価，商品説明，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
店舗販売区分， OL販売区分，…）

会員（会員番号，氏名，住所，電話番号，性別，生年月日，メールアドレス，

使用可能ポイント，本年ポイント，前年ポイント，前々年ポイント，店舗コード，

痘舗魚具登登，会員区分， ［：コここ］ ）

図 3 情報共有対象のテープル構造（未完成）

2. 会員の個人情報漏えい防止対策

“会員”テープルを表 4の配置方法⑤とする場合，店舗の従業員が全情報を参照

することになリ ，情報漏えいのリスクが高まるので，次のアクセス制限を行う。

(1) アクセス制限の内容

① 会員番号，氏名，ポイントは，全従業員に全会員の情報参照を許す。それ以

外の情報（以下，機密情報という）の参照は，必要とする特定の役職及び特定

の担当職務の従業員に限定する。

② 機密情報の参照が認められた従業員であっても，参照できるのは従業員が所

属する店舗の登録会員の情報だけに限定する。
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(2) アクセス制限の実装

① OL販売では，AP用のユーザ IDとパスワードを用いて DBに接続する。ユ

ーザIDとパスワードはAP内に隠ぺいする。

② 店舗販売では，従業員ごとのユーザ IDとパスワードを用いて DBに接続す

る。ユーザ IDは従業員 IDと同一で，パスワードは従業員が各自で管理する。

③ “従業員＂テープルは，表 4の配置方法③とし，連携 DBにも配置する。

④ 図 4,5のSQL文を使ってビューを作成し，テーブル及びビューヘの適切な

アクセス権限を付与する。機密情報へのアクセス制御には，認可役職ロール，

認可担当職務ロールを用いる。

⑤ 図 5の SQL文で作成したビューでは，従業員が所属する店舗の会員情報だ

けにアクセスを限定する。 ただし，ポイント統合後の店舗会員については，統

合先の OL会員情報も参照可能とする。

CREATE VIEW会員 V1AS 

SELECT会員番号，氏名，使用可能ポイント，本年ポイント，前年ポイント，前々年ポイント

FROM会員

図 4 “会員 Vl"ピュー作成 SQL文

CREATE VIEW会員 V2AS 

SELECT A.* FROM会員 AINNER JOIN [ここコBON仁ニコ
UNION 

SELECT A.* FROM会員 AINNER JOIN会員 BON［こここコ
INNER JOIN［こここコ CONC::::0

図5 ‘‘会員 V2"ピュー作成 SOL文（未完成）

3. 販売分析データの作成（バッチ処理）

現行 DBの“販売”,“販売明細”,“注文’',“注文明細”テープルは，表 4の配置

方法③と し， 連携 DBにも配置する。 これらのテーブルのデータを元に連携 DBの

販売ファクト，商品軸などの軸データをバッチ処理で作成する。

店舗販売業務，OL販売業務では，それぞれ，その日のうちに日締めを行ってい

るが，日締時刻は日によって異な り，順序も決まっていない。バッチ処理中の元デ

ータ更新を避けるため，両業務とも日締めが完了したと きに，該当テープルのレプ
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リケーションを自動的に無効化する。そのために，図 6のテープルを，表 4の配置

方法⑤として連携 DBに配置し，日締め時に当該テープルを更新する日締処理の追

加，及び当該テーブルヘの操作によって実行するトリガの定義を行うことにした。

I日締管理（処理年月日，店舗日締フラグ， 0L日締フラグ）

注記 店舗日締フラグ， OL日締フラグは，日締めの完了又は未完了の状態を表す。

図 6 “日締管理＂テ ープルのテーブル構造

〔販売分析〕

1．販売分析業務のテーブル構造

現行店舗販売システムのテープル構造（図 1) を基に，連携 DBに配置する販売

分析業務のテープル構造を設計する。 ‘‘販売ファクト＂テープルは，伝票番号及び

注文番号を一意に識別する販売 IDを付与することにし，図 7を作成した。

販売ファクト（墨匹旦， 明細番号，店舗軸ID，商品軸ID，時間軸 ID,数凪金額，
•••••••••••••• ・・・・・・・・・・・・・・ 

仁ニコ ）
店舗軸（旦旦壁旦 鹿舗只．7．E．モ．見乞ヨ．ご．も［口［□l)

商品軸（商品軸 ID ， ．護品豆7．．も宍分慧ヨ．了．．灼患分慧？．7．む．4.＼分甕？．了•J., C;:::J) 
時間軸（時間軸ID,年月 日， 年，月，四半期，年週番号，曜日，時間帯）

図 7 連携 DBに配置する販売分析業務のテーブル構造（未完成）

2.販売分析処理の検討

表 1の処理例2について問合せの内容を整理し，表 6を作成した。

表 6 処理例 2の問合せ（未完成）

項目 内容

①販売ファクトに対する問合せ 全行を選択

②時間軸に対する問合せ
①の結果と時間軸 IDで等結合し，年月日が開始

手
日と終了日の間である行を選択

順 ③l ア 1に対する問合せ ②の結果と 1 イ l 
④l ウ lに対する問合せ ③の結果と l工 I 
⑤ ④に対する問合せ 曜日，時間帯でグループ化

結果行から射影する列名及び演算 曜日，時間帯，販売IDの件数
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設問 1 〔テーブル配置の検討〕について，（1), (2)に答えよ。

(1) 表 5中の“会員”テープルの配置検討について，①，②に答えよ。

① 配置方法④とした場合，“会員”テーブルに双方向の同期が必要となるの

は，業務上どのような場合か。 具体的に 30字以内で述べよ。

② 配置方法④とした場合， OL販売システムの現行 DBへの同期が失敗した

場合に更新がロールバック される店舗販売システムの処理がある。該当する

処理名を表2の中から全て答えよ。

(2) 表 5中の［ここニコ～仁ここコに入れる適切な配置方法を答えよ。

設問2 〔連携 DBの設計・実装〕について，（1)~(3)に答えよ。

(1) 図3中の［こここコ に追加する列名と列値の内容を表 7にまとめた。記入

済みの例に倣って空欄を埋め，表を完成させよ。

表 7 追加する列名と列値の内容

列名 列値の内容

統合区分 ポイント統合の有無を表す値

また，“会員”テーブルの統合で追加 した列間の検査制約を一つ挙げ，その

内容を次の例に倣って 40字以内で述べよ。

例 店舗販売区分が販売対象商品の場合，小分類コードは NULLでない。

(2) “会員 Vl"ビュー， “会員 V2"ビューの具体的なアクセス権限付与先を答

えよ。また，図 5中の［こここコ ～Eこここ］ に入れる適切な字句を答え

よ。ここで， DB接続に用いられたユーザ IDは CURRENT_USERで参照され

るものとする。

(3) 図 6の“日締管理”テープルを用いたバッチ処理の制御について，処理年

月日が現在日付に対応する行について，各業務の日締処理で行う操作を具体的

に 60字以内で述べよ。また， トリガの定義内容について，①実行の契機とな

る操作，②実行条件，③実行する処理の内容を答えよ。ここで， “日締管理”
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テーブルは，日締処理以外で追加，更新される ことはないものとする。

設問3 〔販売分析〕について， （1),(2)に答えよ。

(1) 〔販売業務改善の要件）に従って，表 1の販売分析処理が可能となるよう

に，図 7に追加すべきテーブル名を一つ挙げ，テープル構造を答えよ。また，

図 7 中の［~それぞれ一つ又は複数
答えよ。

なお，テープル構造の解答については，主キーを表す実線の下線，外部キー

を表す破線の下線も含めて，巻頭の表記ルールに従うこと。

(2) 表 1の処理例 2に用いる問合せについて，表 6中の ［こここ：］ ～ 

「 三 ＿＿―|に入れる適切なテーブル名又は内容を答えよ。
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〔メモ用紙〕
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問2 販売物流業務の概念データモデリングに関する次の記述を読んで，設問 1~3に答

えよ。

E社は，自動車用ケミカル製品メーカである。 E社では，商品の販売物流システム

を再構築することにし，業務分析の結果に基づいて概念データモデル及び関係スキー

マを設計した。

〔業務分析の結果〕

1．自社組織・得意先・商品

(1) 自社組織

E社の販売物流業務に関わる拠点には，工場，物流センタ，営業所の 3種類が

ある。

① 拠点の種類は拠点種類区分で分類している。拠点は拠点コードで識別し，拠

点名を保持している。

・工場は， 3拠点ある。

・物流センタは， 18拠点ある。

・営業所は，物流センタの配下に， 76拠点ある。

② 工場→物流センタ→営業所の向きに商品が流れるので，個々の拠点から見

て上流を上位拠点，下流を下位拠点と呼ぶこともある。

③ 本社には，幾つかの販売部がある。販売部と営業所を合わせて営業部門と

呼び， 営業部門コードで識別している。営業部門が，販売部と営業所のどち

らに該当するかは，営業部門区分で分類している。

(2) 得意先

E社の得意先は，全国のカー用品店，自動車販売店，中古車店，自動車整備工

場，タイヤ店，石油販売店などである。

① 得意先は，店舗単位に登録し，得意先コードで識別している。

② 得意先の中には，請求書の送付先を集約させるところがあリ，その場合の

請求書の送付先を請求得意先と呼ぶ。得意先が請求得意先に該当するか否か

は，請求得意先フ ラグで識別する。請求得意先は，請求書を集約する対象の

得意先をもつ。
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③ 得意先には，地域得意先と広域得意先があリ ，得意先区分で分類している。

地域得意先は，店舗が 1～数店の規模のところであリ，広域得意先は，店舗を

全国又は複数都道府県にわたって多数展開しているところである。

・地域得意先に対する営業は，その地域得意先を受け持つ営業所が担当する。

・地域得意先に対する納入も，同じ営業所が担当する。

・広域得意先に対する営業は，いずれかの販売部が担当する。

・広域得意先に対する納入は，取扱旦が大きいので，物流センタから直納する。

④ 広域得意先の中には，全店又は東日本と西日本のようにまとめて発注してく

るところがあリ，このような得意先を発注得意先と呼ぶ。得意先が発注得意先

に該当するか否かは，発注得意先フラグで識別する。まとめて発注される各広

域得意先は，どの発注得意先から発注されるか決められている。

(3) 商品

E社の主な商品は，潤滑剤，整備用ケミカル用品，ガラス塗布剤などである。

① 商品は，商品コードで識別する。

② 商品には，販売期間を表す販売開始年月日 ・販売終了年月日，及び販売価格

を設定している。

③ 商品ごとに生産する工場を決めておリ，生産する工場の拠点コード，生産口

ットサイズを設定している。

④ 商品には，計画生産品と補充生産品の 2種類がある。

・計画生産品は，需要予測に基づいて計画的な生産を適用する商品である。

・補充生産品は，下位拠点から上位拠点に対する要求に基づいて生産・補充さ

れる商品である。

2.業務の方式

(1) 得意先への納入

① 得意先から注文を受けると，在庫を確認し，納入指示を行う。

② 注文に対して在庫が不足すると，得意先と調整して分納する。分納は，まず

納入可能な一部数嚢の納入指示を行う。不足分は，在庫が補充され次第，納入

指示を行う。ただし，同一の得意先からの別の注文に対してまとめて納入指示

を行うことはない。

(2) 在庫保管
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① 計画生産品の在庫は，営業所及び物流センタにもたせる。

② 補充生産品の在庫は，営業所及び物流センタの他に工場にももたせる。

(3) 在庫補充

① 在庫には，基準在庫数量と補充ロットサイズを設定している。

② 実在庫数量が基準在庫数量を下回った商品を対象に， 1日に 1回，下位拠点

から上位拠点に対して商品の要求（以下，補充要求という）を行い，上位拠点

から下位拠点に商品が補充される。

③ 補充要求に対して，要求を受けた上位拠点で在庫が不足していた場合，不足

した商品を当 日の補充対象から外す。翌日以降に，在庫が補充要求を満たした

時点で補充を行う。ただし，同一下位拠点からの，別の補充要求をまとめて補

充することはない。

(4) 計画生産品の生産・物流

① 四半期ごとに，販売目標と販売実績から向こう 12か月分の需要を予測する。

② 予測した需要と工場の生産能力から，商品別物流センタ別に，向こう 12か

月分の入庫数量を決め，月別商品別物流センタ別入庫計画を立てる。このとき，

前の四半期の計画は最新の計画に更新する。

③ 月別商品別物流センタ別入庫計画は， 立案時に計画値を設定し，生産入庫時

に実績値を累計する。

④ 工場は，月別商品別物流センタ別入庫計画の計画値に対する実績値の割合が

低い商品について，入庫先物流センタを決めて生産し，その都度，生産入庫を

行う。

⑤ 在庫補充の方式は，営業所だけに適用する。

(5) 補充生産品の生産 ・物流

① 在庫補充の方式は，在庫をもつ全ての拠点に適用する。

② 物流センタでは，生産工場別に補充要求を行う。

③ 工場は，上位拠点がないので，補充要求の代わリに生産要求を行う。

(6) 在庫引当

① 在庫をもつ拠点では， 欠品を防止するために，在庫引当を行う。

② 在庫引当ができた要求は，その要求分が出庫されるまで引当済数量に累積す

る。
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3.業務の流れ

業務の流れは，計画生産品と補充生産品で異なる。

(1) 計画生産品の業務

計画生産品の業務には，計画立案，生産，営業所補充，地域得意先納入，広域

得意先直納の五つがある。各業務の流れを図 1に示す。

．． ． ．．． ．．． ． ．． ．．．．．．．．． ． ．． ・・・・ ・・ ・・• ""'●. ...... ...... ....... ......, .., .. . ,

；計画立案
： 販売目標

月別商品別物流センタ別

入庫計画

販売実績............................. .. 生産能力・・::::::::::":':::::'::::::: ::::;:::::::::::::::::::::::::;: :::::::::;::;::::::::::::;:::;::::::;:::::::::::;::;:::. 

i•生産

月別商品別物流センタ別

入庫計画

.... ::::::::::::::::::::::::::::::::::;::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;::::::::::::::::::::::::・・・・・・・・・・・・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
..................,:..,,..,,,..,..,........,......,...................,,...............,..,..,,,,.....,...................,,,..,...........,,..,,,,,,..●,,,.................. 

：地域得意先納入

·::·::::.·:::::::.~:::.·:::::::::::::::::::,·::.·:::::.·:::::.·:::.·.·::.·.·:::.·.·:::::.·::.·.·:::.·.·::.·.·::::::.·.·::.·:::::.·.·::.·.·.·::.·::::.·:::::.·::::::::::::.·:::::::.·:.·:::.·.·::.·.·:::.·:::::::. 
：広域得意先直納

凡例

...................................................... 

こコ 業務 こ＞外部組織 ~ 梢報の流れ

図 1 計画生産品の各業務の流れ

① 計画立案

•四半期ごと物流センタごとに ， 向こう 12 か月分の需要を予測する。

・予測した需要と工場の生産能力から，月別商品別物流センタ別入庫計画を立

てる。

② 生産

・工場は，月別商品別物流センタ別入庫計画の計画値に基づいて，入庫先物流
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センタを決めて，商品ごとに生産し，配送する。

• 生産では， 生産年月日 ， 生産した商品，生産数量，生産した商品の入庫先物

流センタ を記録する。

・物流セ ンタは，商品を入庫すると，月別商品別物流センタ別入庫計画の実績

値を更新し，入庫の実績を記録する。

③ 営業所補充

・営業所は，補充が必要な場合，物流センタ に対して補充要求を行う。

・補充要求では，要求年月日，要求元の拠点，要求した商品 ・数量を記録する。

・補充出庫では，出庫年月日，実際の出庫数呈を記録する。

・商品を入庫した営業所は，入庫年月日，実際の入庫数呈を記録する。

④ 地域得意先納入

・営業所は，得意先から注文を受けると，納入指示を行う。

・注文では，注文年月日，納入先の得意先，注文を受けた商品 ・数量を記録す

る。

・納入指示では，納入指示年月日，納入指示数旦を記録する。

・営業所は，納入指示に基づいて納入を行い，納入の実績を記録する。

⑤ 広域得意先直納

・販売部は，得意先から注文を受けると，納入する物流センタを決めて納入指

示を行う。

・注文の記録は，地域得意先納入と同じである。

・納入指示では，地域得意先納入の記録の他に，納入する物流センタを記録す

る。

(2) 補充生産品の業務

補充生産品の業務には，営業所補充，地域得意先納入，広域得意先直納，物流

センタ補充，生産の五つがある。このうち，営業所補充，地域得意先納入，広域

得意先直納は，計画生産品と同一業務なので，ここでは物流センタ補充，生産の

業務の流れだけを，図 2に示す。
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凡例 [~ ―-~ 情報の流れ

図 2 補充生産品の各業務の流れ

① 物流センタ補充

・物流センタは，補充が必要な場合，工場に対して補充要求を行う。

・補充要求では，要求年月日，要求元の物流センタ，要求した商品及び要求数

量を記録する。

・工場は，補充要求に対して補充出庫を行う。補充出庫では，出庫年月日，

実際の出庫数量を記録する。

・商品を入庫した物流センタは，入庫の実績を記録する。補充入庫では，入庫

年月日，実際の入庫数量を記録する。

② 生産

・工場は，補充が必要な場合，生産要求を行う。

• 生産要求では， 要求年月日，要求時刻な どを記録する 。

•生産要求に基づいて生産し，生産入庫を行う。生産では ， 生産年月日 ， 生

産数旦，生産完了時刻を記録する。生産入庫では， 実際の入庫数量，入庫

完了時刻などを記録する。

・要求時刻，生産完了時刻，入庫完了時刻は，正確なリードタイムを計測する

ために記録するものである。

I
'-

〔概念データモデルと関係スキーマの設計〕

概念データモデル及び関係スキーマの設計を，次の手順及び方針で行った。

(1) はじめに，計画生産品を対象として設計する。

① 概念データモデルは， マスタ ・在庫領域とトランザクション領域を明示して作
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成する。設計した概念データモデルを図 3に，関係スキーマを図 4に示す。

② 認識する必要がないサブタイプは切り出さない。

(2) 次に，補充生産品を対象に設計した場合のデータ構造を検討する。

① マスタ・在庫領域について，認識すべきサブタイプ：属性を洗い出す。

② 図 2に示した業務の範囲について，分析対象の属性を洗い出し，表 1に示す

エンテイテイタイプと属性の対応表を用いて整理する。

③ 表 1に基づいて，図 5に示す補充生産品を対象に設計した場合のトランザク

ション領域の概念データモデルを作成する。

(3) 最後に，上記（1）と(2)で設計したエンティテイタイプの共通性を評価し，概念デ

ータモデルを統合する。

① 同じ属性で構成される場合，同一のエンテイテイタイプとする。

② 共通でない属性が一方にだけ存在する場合，存在する方のエンテイテイタイプ

を他方のサプタイプとする。

③ 共通でない属性が双方に存在する場合，共通部分をスーパタイプとし，共通で

ない部分をサプタイプとする。

④ 概念データモデルを統合することで，統合前のエンテイ テイタイプ名が不適切

になることがあるので，適切なエンテイテイタイプ名を付与する。
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図 3 計画生産品を対象に設計した概念データモデル（未完成）
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r----------------------------------------------------------------------------------------------------------―’ 
（マスタ・在庫領域）

拠点（拠点コード， = )

工場（拠点コード，生産ライン数）

物流センタ（拠点コード，配送地区名）

営業所（拠点コード，

営業部門（営業部門コーし

． 販売部（営業部門コード，販売部門名）， 
！得意先（得意先コード，得意先名 ［
I 

！ 請求得意先（得意先コード，集約対象得意先数）
I 

！ 地域得意先（得意先コード，懇巻営熟翌歴慇感ヨ．て．E）
I 

！ 広域得意先（得意先コード，発注得意先フラグ.[
I 

＇ 
： 発注得意先（得意先コード，対象得意先数）

I 

！商品（商品コード，商品名9 | f 1，販売開始年月日，

： 販売終了年月日，販売価格，生産ロッ トサイズ，最終計画年月日）
I 

i在庫（拠点コード，商品コード9| g |) 
L-----------------------------------------------------------------------------------------------------------

b
 

c
 

」I
d
 

‘ヽj̀_J 

e
 

‘,‘、．． 

,---~-----------------------c-------------------------------------------------------------------------------
I (トランザクション領域）

！月別商品別物流センタ別入庫計画（生且， 商品コード，物流センタ拠点コード，計画値，

i 実績値）

l注文（廷辛壁旦，注文年月日）

！ 地域得意先注文（注文番号，地域得意先コード）••••••••••••••••••••••••• 
i 広域得意先注文（匡辛旦旦9 | h l) 

！注文明細（注文番号，注文明細番号， ．商居．？ご．．灼注文数鼠）

！納入指示（納入番号，焦吝醤登，納入指示年月日）

l 広域得意先納入指示（塾ム旦旦 = )

：納入指示明細（納入番号，納入明細番号，注文番号，注文明細番号，納入指示数位）................................ 
i納入（塾ム旦旦，納入年月日）

i納入明細（塾ム垂旦，納入明細番号，納入数位）

i補充要求（補充要求番号，補充要求年月日 ，=)

！補充要求明細（補充要求番号，補充要求明細番号，應居．ヨ．7．ード．，補充要求数足）

！補充出庫（補充番号，補充要求番号，補充出庫年月日）................... 
！補充出庫明細（補充番号，補充明細番号，．補翌翌．甕登登，熊席竪．喪唄猥登．号， 補充出庫数伍）

i補充入庫（堕立亘旦，補充入庫年月日）

i補充入庫明細（堕互旦旦，補充明細番号，補充入庫数凪）

！生産（圭旦旦竺生産年月日， 生産数位，廂魚ヨ．7．-も| k |) 
i生産入庫（圭産翌旦，生産入庫年月日，生産入庫数臥）
・--------------------------------------------------------------------------------------------------------

囮4 計画生産品を対象に設計 した関係スキーマ（未完成）
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表 1 補充生産品を対象に設計したエンティテ イタイプと属性の対応表（未完成）

補
夏

エンテイテイタイプ
充

晨 雇充

属性
墨

補充要求番号 K KF 

補充要求年月日 A 

営業所拠点コード AF 

物流センタ拠点コード

補充要求明細番号

補充要求数量

補充生産品商品コード

補充番号

補充出庫年月日

補充明細番号

補充出庫数品

補充入庫年月日

補充入庫数羅

生産番号

生産要求年月日

生産要求時刻

生産要求数旦

生産年月日

生産数且

生産完了時刻

生産入庫年月日

生産入庫数旦

入庫完了時刻

注記 K :主キー屈性

KF:主キー属性かつ外部キー属性

A :従属屈性

AF :従屈屈性かつ外部キー属性

信 開贋 覧
補 開 生 生
ノ六U 産 産

セ 累 出 出 嵐 窟 墨ン 庫 庫
夕 冒 儡 塁開
墨

AF 

K KF 

A 

A 

A 

A 

A 

A 
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産

盆

KF 

A 

A 

A 



三

言
図 5 補充生産品を対象に設計したトランザクション領域の概念データモデル（未完成）

解答に当たっては，次の 7点に従うこと。

① 巻頭の表記ルールに従う。ただし，エンティテイタイプ間の対応関係にゼロを含

むか否かの表記は必要ない。

② エンティテイタイプ間のリレーションシップとして“多対多＂のリレー ションシ

ップを用いない。

③ エンテ イテイタイプ名及び属性名は，それぞれ意味を識別できる適切な名称とす

る。

④ 関係スキーマは第 3正規形の条件を満たす。

⑤ リレーションシップが 1対 1の場合， 意味的に後からインスタンスが発生する側

に外部キー属性を配置する。

⑥ サプタイプ固有の属性が認識可能な場合に，サプタイプを切り出す。

⑦ サプタイプを切り出した場合，外部キーは，スーパタイプ又はサプタイ プのいず

れか適切なエンティテイタイ プに配置し，それに基づいて， リレーションシ ップも

適切なエンティテイタイプの間に引く 。また，外部キー以外の従属属性についても，

適切なエンテイテイタイプに配置する。

設問 1 計画生産品を対象に設計 した概念データモデル及び関係スキーマについて，

(1), (2)に答えよ。

(1) 図 3には欠落している リレーションシップがある。マスタ ・在庫領域のエ

ンテイテイタイプについて，マスタ ・在庫領域内及びマスタ・在庫領域とトラ
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ンザクション領域間のリレーションシップを補って，図を完成させよ。

(2) 図 4中の［こ二こコ～Eここコに入れる一つ又は複数の属性名を答え

よ。

なお，［ここコ～亡ニコに入れる属性が外部キーを構成する場合，

外部キーを表す破線の下線を付けること。

設問2 補充生産品を対象に設計したデータ構造について，（1),(2)に答えよ。

(1) 表 1は，太枠で示した部分が未完成である。太枠外の例に倣って表を完成

させよ。

(2) 図 5中の欠落しているリレーションシップを補って，図を完成させよ。

設問3 計画生産品と補充生産品を統合した概念データモデル及び関係スキーマについ

て，（1),(2)に答えよ。

(1) “補充要求”,“補充要求明細”の統合後の概念データモデルを，図 6に示

す。また，図 6に示した範囲の，統合前・統合後のエンテイテイタイプの対

応を表 2にまとめた。統合前のエンテイテイタイプの属性が，統合後のどの

エンテイテイタイプの属性に対応するか，対応する全ての欄に “O"印を入れ，

表を完成させよ。

図6 補充要求，補充要求明細の統合後の概念データモデル
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表 2 補充要求，補充要求明細の統合前・統合後のエンティテイタイプの対応

設計対象：
設計対象：補充生産品統合前の 計画生産品

エンテイテイタイプ
補 開 贋 畠 喜 補
士ノし ゴノし

塁 塁 塁 儡充
セ

塁ン

冒 夕 明
統合後の

墨
補 細

エンテイテイタイプ ノゴL』

塁

補充要求

営業所補充要求

物流センタ補充要求

補充要求明細

計画生産品補充要求明細

補充生産品補充要求明細

(2) “補充生産品生産要求”,“生産’',“生産入庫”の概念データモデルを図 7

に，関係スキーマを図 8に示す。図 8中の［こここ］ ～［こここ」 に入れる

一つ又は複数の属性名を答えよ。

なお,[：二こコ ～Eニ コ に入れる属性が外部キーを構成する場合，

外部キーを表す破線の下線を付けること。

図 7 補充生産品生産要求， 生産，生産入庫の統合後の概念データモデル

補充生産品生産要求（圭旦旦旦 I
生産（圭旦旦旦 I ィ

補充生産品生産（生旦亘旦 l
計画生産品生産（圭壁堡旦 ［

生産入庫（圭旦旦旦 「= 才

補充生産品生産入庫（圭旦堡旦 ［

ヽ
｀
ー
／

ァ
＿
ー

‘
,‘
/
 -. 

ゥ

工

ヽ
~

~· 

‘
‘
,ノ

・̀・・ 

ヵ 、̀'’'

•-

図8 補充生産品生産要求，生産，生産入庫の統合後の関係スキーマ
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〔 メ モ用紙 〕

I
勺
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〔メモ用 紙 〕
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6. 退室可能時間に途中で退室する場合には，手を挙げて監督員に合図し，答案用紙

が回収されてから静かに退室してください。

I 退室可能時間 | 15:10~ 16:20 | 
7. 問題に関する質問にはお答えできません。文意どおリ解釈してください。

8. 問題冊子の余白などは，適宜利用して構いません。ただし，問題冊子を切リ離し

て利用することはできません。

9. 試験時間中，机上に置けるものは，次のものに限リます。

なお，会場での貸出しは行っていません。

受験票，黒鉛筆及びシャープペンシル (B又は HB),鉛筆削り，消しゴム，定規，

時計（時計型ウェアラプル端末は除く。アラームなど時計以外の機能は使用不可），

ハンカチ，ポケットティッシュ，目薬

これら以外は机上に置けません。使用もできません。

10. 試験終了後，この問題冊子は持ち帰ることができます。

11.答案用紙は，いかなる場合でも提出してください。回収時に提出しない場合は，

採点されません。

12. 試験時間中にトイレヘ行きたくなったリ，気分が悪くなったリした場合は，手を

挙げて監督員に合図してください。

置

午

試験問題に記載されている会社名又は製品名は，それぞれ各社又は各組織の商標又は登録商標です。

なお，試験問題では， TM 及びRを明記していません。

c2017 独立行政法人情報処理推進機構
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